
2018 年 6 月 5 日 

産業技術総合研究所 

日本工営・東大地震研 
 

霧島⼭（硫⻩⼭） 

霧島硫黄山周辺の泥水・湧水組成について 

 

2018 年 4 月 10 日頃に形成された湯だまりの泥水およびえびの高原で採取された沢水は、高濃度

の Cl を含み、水の同位体比からもマグマ水の混入率が高い熱水である。また，長江川河川水組成

は、えびの高原の沢水の希釈されたものであるが、湯だまり泥水とは組成が異なり、異なる組成の

熱水が存在していると推察される。 

 

１． 分析試料 

 今回分析した試料は，霧島ネイチャーガイドクラブ，日本工営(田島氏)および気象庁により採取さ

れたもので，産総研地質調査総合センター(活断層・火山研究部門)において分析を行った，試料採

取地点を図１に，分析サンプルおよび採取時の概要を表 1 に示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．試料採取地点 （国土地理院の電子地形図(タイル)に該当地点を追記して掲載） 

表１．分析試料一覧 
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２．分析結果 

4 月 14 日の噴火以降採取された水試料の化学・同位体分析結果データを表２，分析値のうち，酸

素-水素同位体比を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２．酸素-水素同位体比 

表２．霧島硫黄山周辺の湧水，沢水等の化学・同位体組成 
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３．まとめ 

2016 年に採取された川湯-3 地点で採取された湧水 (サンプル名;川湯 3-1〜-4) は、硫酸酸性である

が同位体比は天水に近く、マグマ水の直接の寄与は小さいと推定される（図２）。 

それに対し、4 月 14 日噴火以降に形成された湯だまりを満たす泥水 (サンプル名;2018 湯だまり) ，お

よび，4 月に採取された”えびの高原”の沢水(サンプル名;E1) は、全体に高濃度の酸性熱水で、特に

Cl 濃度が高く、同位体比からはマグマ水の寄与は＞30％である。ただし、2018 湯だまりと”えびの

高原-1(E1)”は化学組成が異なっており、異なる場所に貯留されていた熱水と推定される。また，長

江川河川水 (サンプル名;N1〜N3) は、えびの高原-1(E-1)がさらに天水で希釈された組成を持ってい

る。 

 5 月になると，”えびの高原”の沢水(サンプル名;E2 および E3)は，天水との混合比が増加し，4 月の

長江川河川水と同程度の水素・酸素同位体比を示すようになる．一方，長江川河川水(N4)はほぼ天

水と同程度となる． 

 

 以上 

 
 
 
 
 
 
 
 


